
  

Fig. 3 実験結果 
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１．はじめに 

近年，車載カメラを用いた安全運転支援に関する研究が盛

んに行われている．特に，道路は車両が走行する領域である

ため，道路領域抽出は安全運転支援において重要な役割を担

うと考えられる．本研究では，Fig. 1 のように車載カメラ映像

を領域毎に分割することを目的とする．これにより障害物回

避や道路逸脱警告などへの応用が期待される．このような道

路領域の抽出手法として，従来では白線を利用する手法[1]，
領域拡張法[2]などが提案されている．これらの手法は，白線

が存在しない道路や領域拡張の開始点が与えられない場合，

精度良く道路領域を抽出することができないという問題点が

ある． 
そこで本発表では，ドライバの視線情報を利用することで，

領域拡張に基づく道路領域抽出の初期点を自動で与える手法

を提案する．一般に，ドライバは自車の安全な走行のために，

道路形状の把握や進行方向の確認といった目的で走行環境中

の様々な物体を確認していると考えられる．そこで本発表で

は，車載カメラ映像を用いた被験者実験を通して，このよう

な視線情報に基づく道路領域抽出パラメータの自動決定手法

に関する予備的検討を行ったので報告する． 

２．視線情報の分類方法 

 本発表ではドライバの視線情報を用いて，ドライバが注目

する物体を 5 つのカテゴリに分類する．具体的には視線情報

を，道路領域，路側構造物，歩行者，車，空，のいずれに分

類する．本発表では，各時刻 t における視線情報をディスプ

レイ中の座標(xt,yt)で表し，注目物体の推定に利用する．まず，

事前に手作業にて車載カメラ映像の各フレームを 5 つの物体

領域に分割する．そして，各フレームに対して視線情報(xt,yt)
を中心とした一定サイズの矩形を設定し，矩形内に最も多く

含まれる物体を注目物体と判定する．路側構造物である標識

に注目している場合の例を Fig. 2 に示す． 

３．実験および考察 

道路領域抽出における視線情報利用の有効性を調査するた

め，運転時にドライバが注目する物体を調査した．各被験者

に対して車載カメラ映像を提示し，運転しているつもりで映

像を確認してもらった．そして，その際の視線を計測し，実

験用データとして用いた．視線計測には Seeing Machines 社製

の faceLAB を用い，毎秒 60 回計測した．晴天時の昼間に撮影

した車載カメラ映像を用い，前方車両が映っていない直線，

カーブ，コミュニティ道路，の 3 種類のカテゴリに分類した

動画を用いた．なお，1 つのカテゴリあたり 4 本の動画を用

い，各動画の長さは 10 秒とした．また，7 名の被験者に対し

て実験を行った．分類には視線情報(xt,yt)を中心とした 11×11
画素の矩形領域を用いた．Fig. 3 に示す実験結果から，標識や

看板等を含む路側構造物に視線が向いている割合が高いこと

が分かる．これらは運転を行う上で注目すべき重要な物体で

あり，そのため多くの被験者が共通して注目したと考えられ

る．また，カーブ，直線，コミュニティ道路，の順に道路領

域を注目する割合が高くなっているのが分かる．これらの結

果から，運転時には道路や路側構造物に注目する傾向が高い

ことが確認でき，今後これらを利用した道路領域や路側構造

物領域の抽出に利用できる可能性があることを確認した．今

後，運転時の視線情報を利用した道路領域抽出手法を評価す

ると共に，実際の運転時の視線を利用して手法の評価を行う
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Fig. 2 車載カメラ映像（白い矩形が視線） 

(a)車載カメラ映像 (b)注目部分 

Fig. 1 車載カメラ映像の領域抽出 

（緑：道路領域，黄：路側構造物，赤：車，青：空） 

(a)車載カメラ映像 (b)抽出結果 
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